
(57)【要約】

【課題】カップリング欠陥と縦線状欠陥を防止すると共

に高速駆動を行うことができる液晶表示装置を提供する

。

【解決手段】行列状に配列されている複数の画素ＰＸ、

画素ＰＸに連結されているスイッチング素子Ｑとこれに

連結されているデータ線Ｄ１ ａ ～Ｄ６ ｂ 及びゲート線、

データ電圧を生成してデータ線Ｄ１ ａ ～Ｄ６ ｂ に印加す

るデータ駆動部を含み、データ線Ｄ１ ａ ～Ｄ６ ｂ は画素

ＰＸの左右に一対で配置されて、この一対のデータ線Ｄ

１ ａ ～Ｄ６ ｂ には同じ大きさの互いに異なる極性のデー

タ電圧が印加される。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 行 列 状 に 配 列 さ れ て い る 複 数 の 画 素 と 、
　 前 記 画 素 に 連 結 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 連 結 さ れ て い る デ ー タ 線 及 び ゲ ー ト 線 と 、
　 デ ー タ 電 圧 を 生 成 し て 前 記 デ ー タ 線 に 印 加 す る デ ー タ 駆 動 部 と
　 を 含 み 、
　 前 記 デ ー タ 線 は 前 記 画 素 の 左 右 に 一 対 で 配 置 さ れ て い て 、
　 前 記 一 対 の デ ー タ 線 に は 同 じ 大 き さ の 互 い に 異 な る 極 性 を 有 す る デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 、 前 記 一 対 の デ ー タ 線 の う ち の 一 つ の デ ー タ 線 に だ け 連 結 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 画 素 の 列 方 向 に 隣 接 し た 二 つ の 画 素 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 、 前 記 一 対 の デ ー タ 線 に
交 互 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 は 、 Ｎ × ２ 反 転 駆 動 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３
に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 画 素 の 列 の う ち の 偶 数 番 目 画 素 列 の 画 素 配 置 は 、 奇 数 番 目 画 素 列 と そ の 間 の デ ー タ
線 を 中 心 に 鏡 対 称 を な す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 は 、 Ｎ × １ 反 転 駆 動 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 液 晶 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 行 列 状 に 配 列 さ れ て 各 々 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 を 含 む 複 数 の 画 素 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 に 連 結 さ れ て い る 第 １ 及 び 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 に 連 結 さ れ て い る デ ー タ 線 及 び ゲ ー ト 線 と 、
　 デ ー タ 電 圧 を 生 成 し て 前 記 デ ー タ 線 に 印 加 す る デ ー タ 駆 動 部 と
　 を 含 み 、
　 前 記 デ ー タ 線 は 前 記 画 素 の 左 右 に 一 対 で 配 置 さ れ て い て 、
　 前 記 一 対 の デ ー タ 線 に は 同 じ 大 き さ の 互 い に 異 な る 極 性 の デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 、 前 記 一 対 の デ ー タ 線 の う ち の 互 い に 異 な る デ ー
タ 線 に 各 々 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 は 、 Ｎ × ２ 反 転 駆 動 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表
示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 は 、 Ｎ × １ 反 転 駆 動 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表
示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 画 素 の 列 の う ち の 偶 数 番 目 画 素 列 の 画 素 配 置 は 、 奇 数 番 目 画 素 列 と そ の 間 の デ ー タ
線 を 中 心 に 鏡 対 称 を な す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 列 方 向 に 隣 接 し た 画 素 の 隣 接 し た 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 の 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ス イ ッ チ
ン グ 素 子 は 、 同 じ デ ー タ 線 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示
装 置 。
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【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 画 素 の 列 の う ち の 偶 数 番 目 画 素 列 の 画 素 配 置 は 、 奇 数 番 目 画 素 列 と そ の 間 の デ ー タ
線 を 中 心 に 鏡 対 称 を な す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 行 列 状 に 配 列 さ れ て い る 複 数 の 画 素 と 、
　 前 記 画 素 に 連 結 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 連 結 さ れ て い る デ ー タ 線 及 び ゲ ー ト 線 と 、
　 デ ー タ 電 圧 を 生 成 し て 前 記 デ ー タ 線 に 印 加 す る デ ー タ 駆 動 部 と
　 を 含 み 、
　 前 記 デ ー タ 線 は 前 記 画 素 の 列 方 向 に 延 び て お り 、 前 記 画 素 の 左 右 に あ る 前 記 デ ー タ 線 に
互 い に 異 な る 極 性 を 有 す る デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 は 、 Ｎ × ２ 反 転 駆 動 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 液 晶
表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 は 、 Ｎ × １ 反 転 駆 動 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 液 晶
表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 な 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） は 、 画 素 電 極 及 び 共 通 電 極 が 備 え ら れ た 二 つ の 表 示 板 と
そ の 間 に 入 っ て い る 誘 電 率 異 方 性 を 有 す る 液 晶 層 を 含 む 。 画 素 電 極 は 行 列 状 に 配 列 さ れ て
い て 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） な ど ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 連 結 さ れ て 一 行 ず つ 順 次 に デ
ー タ 電 圧 を 印 加 さ れ る 。 共 通 電 極 は 表 示 板 の 全 面 に わ た っ て 形 成 さ れ 、 共 通 電 圧 を 印 加 さ
れ る 。 画 素 電 極 と 共 通 電 極 及 び そ れ ら の 間 の 液 晶 層 は 電 気 回 路 と し て 見 る と 、 液 晶 蓄 電 器
を な し 、 液 晶 蓄 電 器 は こ れ に 連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 共 に 画 素 を 構 成 す る 基 本 単 位
と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 で は 二 つ の 電 極 に 電 圧 を 印 加 し て 液 晶 層 に 電 界 を 生 成 し 、 こ の
電 界 の 強 さ を 調 節 し て 液 晶 層 を 通 過 す る 光 の 透 過 率 を 調 節 す る こ と に よ っ て 所 望 の 画 像 を
得 る 。 こ の 時 、 液 晶 層 に 一 方 向 の 電 界 が 長 時 間 印 加 さ れ る こ と に よ っ て 発 生 す る 劣 化 現 象
を 防 止 す る た め に フ レ ー ム 別 に 、 行 別 に 、 ま た は 画 素 別 に 共 通 電 圧 に 対 す る デ ー タ 電 圧 の
極 性 を 反 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 は 動 画 像 表 示 特 性 を 向 上 さ せ る た め に 様 々 な 方 法 が 試 み
ら れ て い る が 、 例 え ば 、 秒 当 た り １ ２ ０ フ レ ー ム 速 度 で 駆 動 す る 高 速 駆 動 が 開 発 中 で あ る
。 高 速 駆 動 の た め に 液 晶 は 秒 当 た り ６ ０ フ レ ー ム の 速 度 に 比 べ て 応 答 速 度 を ２ 倍 ほ ど 速 く
し な け れ ば な ら な い が 、 現 在 は 実 現 可 能 で あ る と 判 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 高 速 駆 動 で は フ レ ー ム 速 度 が 速 い ほ ど 多 く の 電 力 が 消 費 さ れ る た め 、 反 転 駆 動 方
式 に お い て 、 列 反 転 を 取 り 入 れ て 電 力 消 費 の 最 少 化 を 試 み て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 列 反 転 は １ フ レ ー ム 単 位 で 同 じ デ ー タ 線 を 流 れ る デ ー タ 電 圧 の 極 性 を 変 え る こ と で あ り
、 デ ー タ 電 圧 の 反 転 回 数 が １ フ レ ー ム 当 り 一 回 で あ る た め 、 消 費 電 力 面 で は 非 常 に 有 利 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 列 反 転 は 大 き い ２ つ の 問 題 が あ っ て 、 一 つ は カ ッ プ リ ン グ 欠 陥 （ ｃ ｏ ｕ ｐ ｌ ｉ
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ｎ ｇ 　 ｄ ｅ ｆ ｅ ｃ ｔ ） で あ り 、 他 の 一 つ は 縦 線 状 欠 陥 （ ｓ ｔ ｒ ｉ ｐ ｅ 　 ｄ ｅ ｆ ｅ ｃ ｔ ） で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 カ ッ プ リ ン グ 欠 陥 は 、 デ ー タ 線 と 画 素 電 極 が 重 な っ て 生 じ る 寄 生 容 量 に よ っ て １ フ レ ー
ム 間 同 じ 極 性 の デ ー タ 電 圧 が 続 け て 印 加 さ れ る こ と に よ っ て 、 液 晶 表 示 板 組 立 体 の 上 側 と
下 側 が 互 い に 異 な る 輝 度 を 示 す こ と で あ る 。 特 に 、 低 階 調 の 背 景 画 面 に そ れ よ り 高 い （ 明
る い ） 階 調 の 小 領 域 を 画 面 中 に 配 置 す る と 、 こ の 小 領 域 の 上 下 に よ り 背 景 画 面 と は 異 な る
階 調 の 垂 直 ク ロ ス ト ー ク 現 象 が 現 れ る こ と も あ る 。 こ の よ う な カ ッ プ リ ン グ 欠 陥 を 工 程 に
お い て 解 決 す る た め に は 、 デ ー タ 線 と 画 素 電 極 の 重 畳 に よ る 寄 生 容 量 を 全 体 容 量 対 比 １ ％
以 下 に 抑 え な け れ ば な ら な い 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 縦 線 状 欠 陥 は 同 じ 極 性 の デ ー タ 電 圧 が 縦 方 向 に 印 加 さ れ て 正 極 性 と 負 極 性 の デ ー タ 電 圧
の 差 が 生 じ る 時 に 縦 線 が 現 れ る 現 象 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 が 目 的 と す る 技 術 的 課 題 は 、 高 速 駆 動 時 に カ ッ プ リ ン グ 欠 陥 ま た は 縦 線 状 欠 陥 を
防 止 で き る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な 技 術 的 課 題 を 達 成 す る た め の 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 行
列 状 に 配 列 さ れ て い る 複 数 の 画 素 と 、 前 記 画 素 に 連 結 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、 前
記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 連 結 さ れ て い る デ ー タ 線 及 び ゲ ー ト 線 と 、 デ ー タ 電 圧 を 生 成 し て 前
記 デ ー タ 線 に 印 加 す る デ ー タ 駆 動 部 と 、 を 含 み 、 前 記 デ ー タ 線 は 前 記 画 素 の 左 右 に 一 対 で
配 置 さ れ て い て 、 前 記 一 対 の デ ー タ 線 に は 同 じ 大 き さ の 互 い に 異 な る 極 性 の デ ー タ 電 圧 が
印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 前 記 一 対 の デ ー タ 線 の う ち の 一 つ の デ ー タ 線
に だ け 連 結 さ れ て 、 前 記 画 素 の 列 方 向 に 隣 接 し た 二 つ の 画 素 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 前 記 一
対 の デ ー タ 線 に 交 互 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 前 記 デ ー タ 駆 動 部 は Ｎ × ２ 反 転 駆 動 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 前 記 画 素 列 の う ち の 偶 数 番 目 画 素 列 の 画 素 配 置 は 奇 数 番 目 画
素 列 と そ の 間 の デ ー タ 線 を 中 心 に 鏡 対 称 を な し 、 こ の 時 前 記 デ ー タ 駆 動 部 は Ｎ × １ 反 転 駆
動 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 行 列 状 に 配 列 さ れ て 、 各 々 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 を
含 む 複 数 の 画 素 と 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 に 連 結 さ れ て い る 第 １ 及 び 第 ２ ス イ ッ チ ン グ
素 子 と 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 に 連 結 さ れ て い る デ ー タ 線 及 び ゲ ー ト 線 と 、 デ ー タ 電 圧
を 生 成 し て 前 記 デ ー タ 線 に 印 加 す る デ ー タ 駆 動 部 と 、 を 含 み 、 前 記 デ ー タ 線 は 前 記 画 素 の
左 右 に 一 対 で 配 置 さ れ て い て 、 前 記 一 対 の デ ー タ 線 に は 同 じ 大 き さ の 互 い に 異 な る 極 性 の
デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 前 記 一 対 の デ ー タ 線 の
う ち の 互 い に 異 な る デ ー タ 線 に 各 々 連 結 で き 、 前 記 デ ー タ 駆 動 部 は Ｎ × ２ 反 転 駆 動 を 行 う
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ れ と は 異 な っ て 、 前 記 デ ー タ 駆 動 部 は Ｎ × １ 反 転 駆 動 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 前 記 画 素 列 の う ち の 偶 数 番 目 画 素 列 の 画 素 配 置 は 奇 数 番 目 画
素 列 と そ の 間 の デ ー タ 線 を 中 心 に 鏡 対 称 を な す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 列 方 向 に 隣 接 し た 画 素 の 隣 接 し た 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 の
前 記 第 １ 及 び 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 同 じ デ ー タ 線 に 連 結 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 前 記 画 素 列 の う ち の 偶 数 番 目 画 素 列 の 画 素 配 置 は 奇 数 番 目 画
素 列 と そ の 間 の デ ー タ 線 を 中 心 に 鏡 対 称 を な す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 行 列 状 に 配 列 さ れ て い る 複 数 の 画 素 と 、 前 記 画 素
に 連 結 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 連 結 さ れ て い る デ ー タ 線
及 び ゲ ー ト 線 と 、 デ ー タ 電 圧 を 生 成 し て 前 記 デ ー タ 線 に 印 加 す る デ ー タ 駆 動 部 と を 含 み 、
前 記 デ ー タ 線 は 前 記 画 素 の 列 方 向 に 延 び て お り 、 前 記 画 素 の 左 右 に あ る 前 記 デ ー タ 線 に 互
い に 異 な る 極 性 を 有 す る デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 カ ッ プ リ ン グ 欠 陥 と 縦 線 状 欠 陥 を 防 止 す る と 共 に 、 高 速 駆 動 を 行 う こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 添 付 図 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 に お け る 通
常 の 知 識 を 有 す る 者 が 容 易 に 実 施 で き る よ う に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 面 か ら 多 様 な 層 及 び 領 域 を 明 確 に 表 現 す る た め に 厚 さ を 拡 大 し て 示 し た 。 明 細 書 全 体
に わ た っ て 類 似 す る 部 分 に つ い て は 同 一 図 面 符 号 を 付 け た 。 層 、 膜 、 領 域 、 板 な ど の 部 分
が 他 の 部 分 の “ 上 ” に あ る と す る 時 、 こ れ は 他 の 部 分 の “ 直 ぐ 上 ” に あ る 場 合 だ け で な く
、 そ の 中 間 に 他 の 部 分 が あ る 場 合 も 含 む 。 反 対 に あ る 部 分 が 他 の 部 分 の “ 直 上 ” に あ る と
す る 時 に は 中 間 に 他 の 部 分 が な い こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま ず 、 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に よ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 詳 細 に
説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ 実 施 形 態 １ ）
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図 ２ は 本 発 明 の 実
施 形 態 １ に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 一 つ の 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ に 示 し た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３
０ ０ 及 び こ れ と 連 結 さ れ た ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ 及 び デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ 、 デ ー タ 駆 動 部 ５
０ ０ に 連 結 さ れ た 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ 、 そ し て こ れ ら を 制 御 す る 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ を 含
む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ は 等 価 回 路 か ら 見 る と 、 複 数 の 信 号 線 （ Ｇ １ － Ｇ ｎ 、 Ｄ １ － Ｄ

ｍ ） と こ れ に 連 結 さ れ て 行 列 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 （ Ｐ Ｘ ） を 含 む 。 一 方 、 図 ２ に 示
し た 構 造 か ら 見 る と 、 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ は 互 い に 対 向 す る 下 部 及 び 上 部 表 示 板 １ ０
０ 、 ２ ０ ０ と そ の 間 に 入 っ て い る 液 晶 層 ３ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 信 号 線 （ Ｇ １ － Ｇ ｎ 、 Ｄ １ － Ｄ ｍ ） は ゲ ー ト 信 号 （ “ 走 査 信 号 ” と い う ） を 伝 達 す る 複
数 の ゲ ー ト 線 （ Ｇ １ － Ｇ ｎ ） と デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る 複 数 の デ ー タ 線 （ Ｄ １ － Ｄ ｍ ） を 含
む 。 ゲ ー ト 線 （ Ｇ １ － Ｇ ｎ ） は 行 方 向 に 延 び て 互 い に 平 行 し 、 デ ー タ 線 （ Ｄ １ － Ｄ ｍ ） は
ほ ぼ 列 方 向 に 延 び て 互 い に 平 行 す る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 各 画 素 （ Ｐ Ｘ ） 、 例 え ば 、 ｉ 番 目 （ ｉ ＝ １ 、 ２ 、 ｎ ） の ゲ ー ト 線 （ Ｇ ｉ ） と ｊ 番 目 （ ｊ
＝ １ 、 ２ 、 ｍ ） の デ ー タ 線 （ Ｄ ｊ ） に 連 結 さ れ た 画 素 （ Ｐ Ｘ ） は 、 信 号 線 （ Ｇ ｉ Ｄ ｊ ） に
連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Ｑ ） と こ れ に 連 結 さ れ た 液 晶 蓄 電 器 （ Ｃ ｌ ｃ ） 及 び 維 持 蓄
電 器 （ Ｃ ｓ ｔ ） を 含 む 。 な お 、 液 晶 蓄 電 器 （ Ｃ ｌ ｃ ） 等 価 回 路 と し て 、 一 つ 画 素 に お い て
液 晶 層 に よ っ て 生 じ る 容 量 成 分 を 示 す 。 一 方 、 維 持 蓄 電 器 （ Ｃ ｓ ｔ ） は 不 要 な ら ば 省 略 で
き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Ｑ ） は 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 備 え ら れ て い る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ な ど の
三 端 子 素 子 で あ っ て 、 そ の 制 御 端 子 は ゲ ー ト 線 （ Ｇ ｉ ） と 連 結 さ れ て お り 、 入 力 端 子 は デ
ー タ 線 （ Ｄ ｊ ） と 連 結 さ れ て お り 、 出 力 端 子 は 液 晶 蓄 電 器 （ Ｃ ｌ ｃ ） 及 び 維 持 蓄 電 器 （ Ｃ
ｓ ｔ ） と 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 液 晶 蓄 電 器 （ Ｃ ｌ ｃ ） は 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ の 画 素 電 極 １ ９ １ と 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ の 共
通 電 極 ２ ７ ０ を 二 つ の 端 子 と し 、 二 つ の 電 極 １ ９ １ 、 ２ ７ ０ の 間 の 液 晶 層 ３ は 誘 電 体 と し
て 機 能 す る 。 画 素 電 極 １ ９ １ は ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Ｑ ） と 連 結 さ れ 、 共 通 電 極 ２ ７ ０ は 上
部 表 示 板 ２ ０ ０ の 前 面 に 形 成 さ れ て 共 通 電 圧 （ Ｖ ｃ ｏ ｍ ） を 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ２ と は 異 な り 、 共 通 電 極 ２ ７ ０ が 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 備 え ら れ る 場 合 も あ り 、 こ の 時
に は 二 つ の 電 極 １ ９ １ 、 ２ ７ ０ の う ち の 少 な く と も 一 つ が 線 状 ま た は 棒 状 に 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 液 晶 蓄 電 器 （ Ｃ ｌ ｃ ） の 補 助 的 役 割 を 果 た す 維 持 蓄 電 器 （ Ｃ ｓ ｔ ） は 、 下 部 表 示 板 １ ０
０ に 備 え ら れ た 別 途 の 信 号 線 （ 図 示 せ ず ） と 画 素 電 極 １ ９ １ が 絶 縁 体 を 間 に 置 い て 重 な っ
て 形 成 さ れ る 。 こ の 別 途 の 信 号 線 に は 共 通 電 圧 （ Ｖ ｃ ｏ ｍ ） な ど の 決 め ら れ た 電 圧 が 印 加
さ れ る 。 し か し 、 維 持 蓄 電 器 （ Ｃ ｓ ｔ ） は 画 素 電 極 １ ９ １ が 絶 縁 体 を 媒 介 と し て 直 ぐ 上 の
前 段 ゲ ー ト 線 と 重 な っ て 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 方 、 色 表 示 を 実 現 す る た め に は 、 各 画 素 （ Ｐ Ｘ ） が 基 本 色 の う ち の 一 つ を 固 有 表 示 し
た り （ 空 間 分 割 ） 、 各 画 素 （ Ｐ Ｘ ） が 時 間 に よ っ て 交 互 に 基 本 色 を 表 示 す る よ う に （ 時 間
分 割 ） し て 、 こ れ ら 基 本 色 の 空 間 的 、 時 間 的 合 計 に 願 う 色 相 が 認 識 さ れ る よ う に す る 。 基
本 色 の 例 と し て は 、 赤 色 、 緑 色 、 青 色 な ど 三 原 色 が あ る 。 図 ２ は 空 間 分 割 の 一 例 で あ り 、
各 画 素 （ Ｐ Ｘ ） が 画 素 電 極 １ ９ １ に 対 応 す る 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ の 領 域 に 基 本 色 の う ち の 一
つ を 示 す 色 フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ を 備 え る こ と を 示 し て い る 。 図 ２ と は 異 な っ て 、 色 フ ィ ル タ
ー ２ ３ ０ は 下 部 表 示 板 １ ０ ０ の 画 素 電 極 １ ９ １ 上 ま た は 下 に 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ の 外 側 面 に は 光 を 偏 光 さ せ る 少 な く と も 一 つ の 偏 光 子 （ 図 示 せ
ず ） が 付 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 再 び 図 １ を 参 照 す る と 、 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ は 画 素 （ Ｐ Ｘ ） の 透 過 率 と 関 連 す る 二 組
の 階 調 電 圧 集 合 （ ま た は 基 準 階 調 電 圧 集 合 ） を 生 成 す る 。 二 組 の う ち の 一 組 は 共 通 電 圧 （
Ｖ ｃ ｏ ｍ ） に 対 し て 正 の 値 を 有 し 、 他 の 一 組 は 負 の 値 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ の ゲ ー ト 線 （ Ｇ １ － Ｇ ｎ ） と 連 結 さ れ て
ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Ｖ ｏ ｎ ） と ゲ ー ト オ フ 電 圧 （ Ｖ ｏ ｆ ｆ ） を 組 み 合 わ せ て 構 成 さ れ た ゲ ー
ト 信 号 を ゲ ー ト 線 （ Ｇ １ － Ｇ ｎ ） に 印 加 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 、 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ の デ ー タ 線 （ Ｄ １ － Ｄ ｍ ） に 連 結 さ れ
て お り 、 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ か ら の 階 調 電 圧 を 選 択 し て こ れ を デ ー タ 信 号 と し て デ ー タ
線 （ Ｄ １ － Ｄ ｍ ） に 印 加 す る 。 し か し 、 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ が 全 て の 階 調 に 対 す る 電 圧
を 全 て 提 供 す る こ と で は な く 、 決 め ら れ た 数 の 基 準 階 調 電 圧 の み を 提 供 す る 場 合 に 、 デ ー
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タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 基 準 階 調 電 圧 を 分 圧 し て 全 体 階 調 に 対 す る 階 調 電 圧 を 生 成 し 、 こ の 中 で
デ ー タ 信 号 を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ 及 び デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ な ど を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う な 駆 動 装 置 ４ ０ ０ 、 ５ ０ ０ 、 ６ ０ ０ 、 ８ ０ ０ 各 々 は 、 少 な く と も 一 つ の 集 積 回
路 チ ッ プ の 形 態 に 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ 上 に 直 接 装 着 さ れ た り 、 可 撓 性 印 刷 回 路 膜 （ 図
示 せ ず ） 上 に 装 着 さ れ て Ｔ Ｃ Ｐ の 形 態 に 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ に 付 け ら れ た り 、 別 途 の
印 刷 回 路 基 板 （ 図 示 せ ず ） 上 に 装 着 で き る 。 こ れ と は 異 な っ て 、 こ れ ら 駆 動 装 置 ４ ０ ０ 、
５ ０ ０ 、 ６ ０ ０ 、 ８ ０ ０ が 信 号 線 （ Ｇ １ － Ｇ ｎ 、 Ｄ １ － Ｄ ｍ ） 及 び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ス イ
ッ チ ン グ 素 子 （ Ｑ ） な ど と 共 に 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ に 集 積 さ れ て も よ い 。 ま た 、 駆 動
装 置 ４ ０ ０ 、 ５ ０ ０ 、 ６ ０ ０ 、 ８ ０ ０ は 単 一 チ ッ プ で 集 積 で き る が 、 こ の 場 合 、 こ れ ら の
う ち の 少 な く と も 一 つ ま た は こ れ ら を な す 少 な く と も 一 つ の 回 路 素 子 が 単 一 チ ッ プ の 外 側
に 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク 制 御 機 （ 図 示 せ ず ） か ら 入 力 映 像 信 号 （ Ｒ 、 Ｇ
、 Ｂ ） 及 び そ の 表 示 を 制 御 す る 入 力 制 御 信 号 を 受 信 す る 。 入 力 制 御 信 号 の 例 と し て は 、 垂
直 同 期 信 号 （ Ｖ ｓ ｙ ｎ ｃ ） と 水 平 同 期 信 号 （ Ｈ ｓ ｙ ｎ ｃ ） 、 メ イ ン ク ロ ッ ク （ Ｍ Ｃ Ｌ Ｋ ）
、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 （ Ｄ Ｅ ） な ど が あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 入 力 映 像 信 号 （ Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ ） と 入 力 制 御 信 号 に 基 づ い て 入 力 映 像
信 号 （ Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ ） を 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ の 動 作 条 件 に 合 う よ う に 適 切 に 処 理 し て ゲ
ー ト 制 御 信 号 （ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ １ ） 及 び デ ー タ 制 御 信 号 （ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ ２ ） な ど を 生 成 し た 後 、 ゲ ー
ト 制 御 信 号 （ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ １ ） を ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ に 送 信 し 、 デ ー タ 制 御 信 号 （ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ ２
） と 処 理 し た 映 像 信 号 （ Ｄ Ａ Ｔ ） を デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ゲ ー ト 制 御 信 号 （ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ １ ） は 走 査 開 始 を 指 示 す る 走 査 開 始 信 号 （ Ｓ Ｔ Ｖ ） と ゲ ー ト
オ ン 電 圧 （ Ｖ ｏ ｎ ） の 出 力 周 期 を 制 御 す る 少 な く と も 一 つ の ク ロ ッ ク 信 号 を 含 む 。 ゲ ー ト
制 御 信 号 （ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ １ ） は 、 ま た 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Ｖ ｏ ｎ ） の 持 続 時 間 を 限 定 す る 出 力
イ ネ ー ブ ル 信 号 （ Ｏ Ｅ ） を さ ら に 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 デ ー タ 制 御 信 号 （ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ ２ ） は 、 一 行 の 画 素 （ Ｐ Ｘ ） に 対 す る 映 像 デ ー タ の 伝 送 開 始
を 知 ら せ る 水 平 同 期 開 始 信 号 （ Ｓ Ｔ Ｈ ） と 、 デ ー タ 線 （ Ｄ １ － Ｄ ｍ ） に デ ー タ 信 号 を 印 加
す る こ と を 指 示 す る ロ ー ド 信 号 （ Ｌ Ｏ Ａ Ｄ ） 及 び デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 （ Ｈ Ｃ Ｌ Ｋ ） を 含 む
。 デ ー タ 制 御 信 号 （ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ ２ ） は 、 ま た 、 共 通 電 圧 （ Ｖ ｃ ｏ ｍ ） に 対 す る デ ー タ 信 号 の
電 圧 極 性 （ 以 下 、 “ 共 通 電 圧 に 対 す る デ ー タ 信 号 の 電 圧 極 性 ” を 略 し て “ デ ー タ 信 号 の 極
性 ” と い う ） を 反 転 さ せ る 反 転 信 号 （ Ｒ Ｖ Ｓ ） を さ ら に 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ か ら の デ ー タ 制 御 信 号 （ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ ２ ） に よ っ て 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０
は 一 つ の 行 の 画 素 （ Ｐ Ｘ ） に 対 す る デ ジ タ ル 映 像 信 号 （ Ｄ Ａ Ｔ ） を 受 信 し て 、 各 デ ジ タ ル
映 像 信 号 （ Ｄ Ａ Ｔ ） に 対 応 す る 階 調 電 圧 を 選 択 す る こ と に よ っ て 、 デ ジ タ ル 映 像 信 号 （ Ｄ
Ａ Ｔ ） を ア ナ ロ グ デ ー タ 信 号 に 変 換 し た 後 に 、 こ れ を 当 該 デ ー タ 線 （ Ｄ １ － Ｄ ｍ ） に 印 加
す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ か ら の ゲ ー ト 制 御 信 号 （ Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ １ ） に よ っ て
ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Ｖ ｏ ｎ ） を ゲ ー ト 線 （ Ｇ １ － Ｇ ｎ ） に 印 加 し て こ の ゲ ー ト 線 （ Ｇ １ － Ｇ

ｎ ） に 連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Ｑ ） を 導 通 さ せ る 。 そ れ に よ り デ ー タ 線 （ Ｄ １ － Ｄ

ｍ ） に 印 加 さ れ た デ ー タ 信 号 が 導 通 し た ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Ｑ ） を 通 し て 当 該 画 素 （ Ｐ Ｘ
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） に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 画 素 （ Ｐ Ｘ ） に 印 加 さ れ た デ ー タ 信 号 の 電 圧 と 共 通 電 圧 （ Ｖ ｃ ｏ ｍ ） の 差 は 液 晶 蓄 電 器
（ Ｃ ｌ ｃ ） の 充 電 電 圧 、 つ ま り 、 画 素 電 圧 と し て 現 れ る 。 液 晶 分 子 は 画 素 電 圧 の 大 き さ に
よ っ て そ の 配 列 を 異 な ら せ 、 そ の た め に 液 晶 層 ３ を 通 過 す る 光 の 偏 光 が 変 化 す る 。 こ の よ
う な 偏 光 の 変 化 は 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ に 付 着 さ れ た 偏 光 子 に よ っ て 光 の 透 過 率 変 化 と し て
現 れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 １ 水 平 周 期 ［ “ １ Ｈ ” と も い い 、 水 平 同 期 信 号 （ Ｈ ｓ ｙ ｎ ｃ ） 及 び デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信
号 （ Ｄ Ｅ ） の 一 周 期 と 同 一 ］ を 単 位 と し て 、 こ の よ う な 過 程 を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 、 全
て の ゲ ー ト 線 （ Ｇ １ － Ｇ ｎ ） に 対 し て 順 次 に ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Ｖ ｏ ｎ ） を 印 加 し て 全 て の
画 素 （ Ｐ Ｘ ） に デ ー タ 信 号 を 印 加 し て １ フ レ ー ム の 映 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 １ フ レ ー ム が 終 わ る と 次 の フ レ ー ム が 始 ま る よ う に な り 、 各 画 素 （ Ｐ Ｘ ） に 印 加 さ れ る
デ ー タ 信 号 の 極 性 が 直 前 の フ レ ー ム で の 極 性 と 反 対 と な る よ う に デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 印
加 さ れ る 反 転 信 号 （ Ｒ Ｖ Ｓ ） の 状 態 が 制 御 さ れ る （ “ フ レ ー ム 反 転 ” ） 。 こ の 時 、 １ フ レ
ー ム 内 で も 反 転 信 号 （ Ｒ Ｖ Ｓ ） の 特 性 に よ っ て 一 つ の デ ー タ 線 を 通 し て 流 れ る デ ー タ 信 号
の 極 性 が 変 わ っ た り （ 例 ： 行 反 転 、 点 反 転 ） 、 一 つ の 画 素 行 に 印 加 さ れ る デ ー タ 信 号 の 極
性 も 互 い に 異 な る こ と も あ り う る （ 例 ： 列 反 転 、 点 反 転 ） 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 配 置 に つ い て 図 ３ 乃 至 図 ８ Ｂ を 参 照 し て 詳
細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 配 置 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ こ で 、 説 明 の た め に 、 デ ー タ 線 の 一 部 （ Ｄ １ － Ｄ ７ ） と ゲ ー ト 線 の 一 部 （ Ｇ ｊ － １ －
Ｇ ｊ ＋ ２ ） を 示 す 。 デ ー タ 線 （ Ｄ １ － Ｄ ７ ） は 画 素 （ Ｐ Ｘ ） の 列 方 向 に 延 び て 配 置 さ れ て
お り 、 ゲ ー ト 線 （ Ｇ ｊ － １ － Ｇ ｊ ＋ ２ ） は 画 素 （ Ｐ Ｘ ） の 行 方 向 に 延 び て 配 置 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は デ ー タ 線 （ Ｄ １ － Ｄ ７ ） 上 に 、 図 示 し た 極 性 の よ う に 一 つ の 画 素
を 見 た と き そ の 左 右 に あ る デ ー タ 線 に 互 い に 異 な る 極 性 を 有 す る デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る
よ う に し て い る （ 列 反 転 と 称 す る ） 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の 列 反 転 は 正 極 性 と 負 極 性 が 交 互 に 現 れ る だ け で な く 、 同 じ 極 性 が 一 度 繰 り 返 さ れ る
場 合 も 含 む 。 例 え ば 、 デ ー タ 電 圧 の 極 性 が ‘ ＋ 、 － 、 ＋ 、 － 、 ＋ 、 － 、 ・ ・ ・ ’ の よ う に
二 つ の 極 性 が 交 互 に 現 れ る も の （ Ｎ × １ 反 転 ） と 、 ‘ ＋ 、 ＋ 、 － 、 － 、 ＋ 、 ＋ 、 － 、 － 、
＋ 、 ＋ 、 ・ ・ ・ ’ の よ う に 同 じ 極 性 が 一 度 繰 り 返 さ れ た 後 、 極 性 が 変 わ る 場 合 （ Ｎ × ２ 反
転 ） も 含 む 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 さ ら に 、 一 番 左 側 の デ ー タ 線 に だ け 別 の 電 圧 が 印 加 さ れ て 、 １ ＋ Ｎ × ２ 反 転 駆 動 に な る
場 合 に も 以 下 で は 単 に Ｎ × ２ 反 転 駆 動 と い う 。 ま た 、 画 素 （ Ｐ Ｘ ） の ス イ ッ チ ン グ 素 子 （
Ｑ ） が デ ー タ 線 （ Ｄ １ － Ｄ ７ ） 及 び ゲ ー ト 線 （ Ｄ １ － Ｄ ７ 、 Ｇ ｊ － １ － Ｇ ｊ ＋ ２ ） に 連 結
さ れ る が 、 画 素 （ Ｐ Ｘ ） が 二 つ の 信 号 線 （ Ｄ １ － Ｄ ７ 、 Ｇ ｊ － １ － Ｇ ｊ ＋ ２ ） に 連 結 さ れ
る と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ３ は 、 一 行 の 画 素 （ Ｐ Ｘ ） は 右 側 ま た は 左 側 の デ ー タ 線 （ Ｄ １ － Ｄ ７ ） に 連 結 さ れ て
お り 、 一 列 の 画 素 （ Ｐ Ｘ ） は 右 側 と 左 側 デ ー タ 線 （ Ｄ １ － Ｄ ７ ） に 交 互 に 連 結 さ れ て い る
。 そ れ に よ り 、 画 素 （ Ｐ Ｘ ） に 現 れ る デ ー タ 電 圧 の 極 性 （ 以 下 、 ‘ 画 素 の 極 性 ’ と い う ）
は 正 極 性 （ ＋ ） と 負 極 性 （ － ） を 交 互 に 帯 び る よ う に な っ て 、 点 反 転 を 行 う 結 果 と な る 。
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従 っ て 、 一 列 の 画 素 （ Ｐ Ｘ ） の 極 性 が 同 じ 時 に 現 れ る 縦 線 状 欠 陥 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 （ 実 施 形 態 ２ ）
　 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 配 置 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ４ に は 、 図 ３ と は 異 な っ て 、 各 画 素 （ Ｐ Ｘ ） の 左 右 に 一 対 の デ ー タ 線 （ Ｄ １ ａ 、 Ｄ １

ｂ 、 Ｄ ２ ａ 、 Ｄ ２ ｂ 、 Ｄ ３ ａ 、 Ｄ ３ ｂ 、 Ｄ ４ ａ 、 Ｄ ４ ｂ 、 Ｄ ５ ａ 、 Ｄ ５ ｂ 、 Ｄ ６ ａ 、 Ｄ ６

ｂ ） が 画 素 （ Ｐ Ｘ ） の 列 方 向 に 配 置 さ れ て い て 、 画 素 （ Ｐ Ｘ ） は 全 て 右 側 に 位 置 し た デ ー
タ 線 （ Ｄ １ ｂ 、 Ｄ ２ ｂ 、 Ｄ ３ ｂ 、 Ｄ ４ ｂ 、 Ｄ ５ ｂ 、 Ｄ ６ ｂ ） に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ れ に よ り 、 一 行 の 画 素 （ Ｐ Ｘ ） の 極 性 は 交 互 に 変 わ っ て 、 一 列 の 画 素 （ Ｐ Ｘ ） の 極 性
は 同 一 に な る 。 こ の 時 、 一 対 の デ ー タ 線 （ Ｄ １ ａ 、 Ｄ １ ｂ 、 Ｄ ２ ａ 、 Ｄ ２ ｂ 、 Ｄ ３ ａ 、 Ｄ

３ ｂ 、 Ｄ ４ ａ 、 Ｄ ４ ｂ 、 Ｄ ５ ａ 、 Ｄ ５ ｂ 、 Ｄ ６ ａ 、 Ｄ ６ ｂ ） の う ち 画 素 （ Ｐ Ｘ ） が 連 結 さ
れ て い な い デ ー タ 線 （ Ｄ １ ａ 、 Ｄ １ ｂ 、 Ｄ ２ ａ 、 Ｄ ２ ｂ 、 Ｄ ３ ａ 、 Ｄ ３ ｂ 、 Ｄ ４ ａ 、 Ｄ ４

ｂ 、 Ｄ ５ ａ 、 Ｄ ５ ｂ 、 Ｄ ６ ａ 、 Ｄ ６ ｂ ） の 極 性 は 画 素 （ Ｐ Ｘ ） が 連 結 さ れ て い る デ ー タ 線
（ Ｄ １ ａ 、 Ｄ １ ｂ 、 Ｄ ２ ａ 、 Ｄ ２ ｂ 、 Ｄ ３ ａ 、 Ｄ ３ ｂ 、 Ｄ ４ ａ 、 Ｄ ４ ｂ 、 Ｄ ５ ａ 、 Ｄ ５ ｂ

、 Ｄ ６ ａ 、 Ｄ ６ ｂ ） の 極 性 と 反 対 と な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ れ は 、 例 え ば 、 第 １ 列 に 属 す る デ ー タ 線 （ Ｄ １ ａ 、 Ｄ １ ｂ ） を 見 る と 、 右 側 の デ ー タ
線 （ Ｄ １ ｂ ） に は 負 極 性 の デ ー タ 電 圧 （ Ｖ ｄ ｔ ｂ ） が 、 左 側 の デ ー タ 線 （ Ｄ １ ａ ） が 正 極
性 の デ ー タ 電 圧 （ Ｖ ｄ ｔ ａ ） が 印 加 さ れ て 、 こ れ を 共 通 電 圧 （ Ｖ ｃ ｏ ｍ ） を 基 準 に 示 す と
図 ５ の よ う に な る 。 つ ま り 、 左 側 の デ ー タ 線 （ Ｄ １ ａ ） に は 右 側 の デ ー タ 線 （ Ｄ １ ｂ ） に
印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 と 大 き さ が 同 一 で あ っ て 極 性 だ け が 反 対 で あ る デ ー タ 電 圧 を 印 加 す
る こ と で あ る 。 こ の よ う に す る と 、 各 画 素 （ Ｐ Ｘ ） に は 、 画 素 の 寄 生 容 量 に か か る 電 圧 が
互 い に 相 殺 さ れ て カ ッ プ リ ン グ 欠 陥 が 生 じ な い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 な お 、 ゲ ー ト 線 （ Ｇ ｊ － １ － Ｇ ｊ ＋ ２ ） は 実 施 形 態 １ と 同 様 に 画 素 （ Ｐ Ｘ ） の 行 方 向 に
配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ６ Ａ 及 び 図 ６ Ｂ は 図 ４ に 示 し た 画 素 配 置 を 変 形 し た 例 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ６ Ａ に 示 し た 画 素 配 置 は 同 一 行 の 画 素 （ Ｐ Ｘ ） は 同 一 デ ー タ 線 （ Ｄ １ ａ 、 Ｄ １ ｂ 、 Ｄ

２ ａ 、 Ｄ ２ ｂ 、 Ｄ ３ ａ 、 Ｄ ３ ｂ 、 Ｄ ４ ａ 、 Ｄ ４ ｂ 、 Ｄ ５ ａ 、 Ｄ ５ ｂ 、 Ｄ ６ ａ 、 Ｄ ６ ｂ ） に
連 結 さ れ て お り 、 同 一 列 の 画 素 （ Ｐ Ｘ ） は 一 対 の デ ー タ 線 （ Ｄ １ ａ 、 Ｄ １ ｂ 、 Ｄ ２ ａ 、 Ｄ

２ ｂ 、 Ｄ ３ ａ 、 Ｄ ３ ｂ 、 Ｄ ４ ａ 、 Ｄ ４ ｂ 、 Ｄ ５ ａ 、 Ｄ ５ ｂ 、 Ｄ ６ ａ 、 Ｄ ６ ｂ ） に 一 行 単 位
で 交 互 に 連 結 さ れ て い る 。 図 ６ Ｂ に 示 し た 画 素 配 置 は 、 奇 数 番 目 画 素 列 の 画 素 配 置 は 図 ８
Ａ に 示 し た 画 素 配 置 と 同 じ で 、 偶 数 番 目 画 素 列 の 画 素 配 置 は 奇 数 番 目 画 素 列 と そ の 間 の デ
ー タ 線 を 中 心 に 鏡 対 称 を な す 。 例 え ば 、 第 ２ 列 の 画 素 配 置 は デ ー タ 線 （ Ｄ １ ｂ 、 Ｄ ２ ａ ）
を 中 心 に 第 １ 列 の 画 素 配 置 と 鏡 対 称 を な す 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ４ に 示 し た 画 素 配 置 で は 一 列 の 画 素 （ Ｐ Ｘ ） に 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 同 一 で
縦 線 状 欠 陥 が 生 じ る こ と が あ り う る が 、 図 ６ Ａ 及 び 図 ６ Ｂ に 示 し た 画 素 配 置 で は カ ッ プ リ
ン グ 欠 陥 だ け で な く 縦 線 状 欠 陥 も 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ７ は 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 配 置 を 示 し た 図 で あ り 、 図 ８ Ａ 乃
至 図 ８ Ｄ は 図 ７ に 示 し た 画 素 配 置 の 変 形 例 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 ７ を 見 る と 、 図 ４ 、 図 ６ Ａ 及 び 図 ６ Ｂ に 示 し た 画 素 構 造 に お け る 一 つ の 画 素 （ Ｐ Ｘ ）
を ゲ ー ト 線 （ Ｇ ｊ － １ － Ｇ ｊ ＋ ２ ） を 中 心 に 二 つ の 副 画 素 （ Ｐ Ｘ ａ 、 Ｐ Ｘ ｂ ） に 分 け た 構
造 を 有 す る 。 こ れ は 側 面 視 認 性 を 改 善 す る た め に 現 在 開 発 中 の 構 造 で あ っ て 、 主 に 垂 直 配
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向 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 一 つ の 画 素 （ Ｐ Ｘ ） を 構 成 す る 二 つ の 副 画 素 （ Ｐ Ｘ ａ 、 Ｐ Ｘ ｂ ） は 互 い に 異 な る デ ー タ
線 （ Ｄ １ ａ 、 Ｄ １ ｂ 、 Ｄ ２ ａ 、 Ｄ ２ ｂ 、 Ｄ ３ ａ 、 Ｄ ３ ｂ 、 Ｄ ４ ａ 、 Ｄ ４ ｂ 、 Ｄ ５ ａ 、 Ｄ ５

ｂ 、 Ｄ ６ ａ 、 Ｄ ６ ｂ ） に 連 結 さ れ て お り 、 こ の よ う な 構 造 が 行 方 向 及 び 列 方 向 に 繰 り 返 し
採 用 さ れ 、 こ こ で 示 し た よ う な 画 素 （ Ｐ Ｘ ） の 極 性 が 現 れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 従 っ て 、 画 素 （ Ｐ Ｘ ） を 間 に 置 い た 一 対 の デ ー タ 線 （ Ｄ １ ａ 、 Ｄ １ ｂ 、 Ｄ ２ ａ 、 Ｄ ２ ｂ

、 Ｄ ３ ａ 、 Ｄ ３ ｂ 、 Ｄ ４ ａ 、 Ｄ ４ ｂ 、 Ｄ ５ ａ 、 Ｄ ５ ｂ 、 Ｄ ６ ａ 、 Ｄ ６ ｂ ） の 極 性 が 互 い に
反 対 で あ る た め 、 カ ッ プ リ ン グ 欠 陥 が 生 じ な い で 、 ま た 、 一 列 の 画 素 （ Ｐ Ｘ ） の 極 性 が 交
互 に 繰 り 返 し 変 化 す る た め 、 縦 線 状 欠 陥 が 生 じ な い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ８ Ａ の 場 合 に は 図 ７ に 示 し た 画 素 配 置 と 同 一 で あ る 。 た だ し 、 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧
の 極 性 が 異 な っ て 、 こ れ に よ っ て 同 じ 構 造 で も 画 素 （ Ｐ Ｘ ） の 極 性 が 変 わ る 。 つ ま り 、 図
７ に 示 し た 画 素 配 置 で は 行 方 向 及 び 列 方 向 に 画 素 （ Ｐ Ｘ ） の 極 性 が 正 極 性 と 負 極 性 を 示 し
た が 、 図 ８ Ａ に 示 し た 画 素 配 置 で は 行 方 向 に 同 じ 極 性 を 有 す る 。 し か し 、 こ の 場 合 に も カ
ッ プ リ ン グ 欠 陥 や 縦 線 状 欠 陥 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ８ Ｂ の 場 合 、 一 つ の 画 素 （ Ｐ Ｘ ） を 構 成 す る 二 つ の 副 画 素 （ Ｐ Ｘ ａ 、 Ｐ Ｘ ｂ ） は 互 い
に 異 な る デ ー タ 線 （ Ｄ １ ａ 、 Ｄ １ ｂ 、 Ｄ ２ ａ 、 Ｄ ２ ｂ 、 Ｄ ３ ａ 、 Ｄ ３ ｂ 、 Ｄ ４ ａ 、 Ｄ ４ ｂ

、 Ｄ ５ ａ 、 Ｄ ５ ｂ 、 Ｄ ６ ａ 、 Ｄ ６ ｂ ） に 連 結 さ れ て い る 。 た だ し 、 列 方 向 に 隣 接 し た 画 素
の 隣 接 し た 二 つ の 副 画 素 は 同 じ デ ー タ 線 （ Ｄ １ ａ 、 Ｄ １ ｂ 、 Ｄ ２ ａ 、 Ｄ ２ ｂ 、 Ｄ ３ ａ 、 Ｄ

３ ｂ 、 Ｄ ４ ａ 、 Ｄ ４ ｂ 、 Ｄ ５ ａ 、 Ｄ ５ ｂ 、 Ｄ ６ ａ 、 Ｄ ６ ｂ ） に 連 結 さ れ て い る 。 例 え ば 、
第 １ 列 （ ｊ － １ ） 行 の 下 側 副 画 素 （ Ｐ Ｘ ｂ ） と こ れ と 隣 接 し た ｊ 行 の 上 側 副 画 素 （ Ｐ Ｘ ａ
） は 同 じ デ ー タ 線 （ Ｄ １ ａ ） に 連 結 さ れ て お り 、 ｊ 行 の 下 側 副 画 素 （ Ｐ Ｘ ｂ ） と こ れ と 隣
接 し た （ ｊ ＋ １ ） 行 の 上 側 副 画 素 （ Ｐ Ｘ ａ ） は 同 じ デ ー タ 線 （ Ｄ １ ｂ ） に 連 結 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 ８ Ｃ の 場 合 、 奇 数 番 目 画 素 列 の 画 素 配 置 は 図 ８ Ｂ に 示 し た 画 素 配 置 と 同 じ で 、 偶 数 番
目 画 素 列 の 画 素 配 置 は 奇 数 番 目 画 素 列 と そ の 間 の デ ー タ 線 を 中 心 に 鏡 対 称 を な す 。 例 え ば
、 第 ２ 列 の 画 素 配 置 は デ ー タ 線 （ Ｄ １ ｂ 、 Ｄ ２ ａ ） を 中 心 に 第 １ 列 の 画 素 配 置 と 鏡 対 称 を
な す 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ８ Ｄ の 場 合 、 奇 数 番 目 画 素 列 の 画 素 配 置 は 図 ７ ａ に 示 し た の と 同 様 で あ る 。 つ ま り 、
一 つ の 画 素 （ Ｐ Ｘ ） を 構 成 す る 二 つ の 副 画 素 （ Ｐ Ｘ ａ 、 Ｐ Ｘ ｂ ） は 互 い に 異 な る デ ー タ 線
（ Ｄ １ ａ 、 Ｄ １ ｂ 、 Ｄ ２ ａ 、 Ｄ ２ ｂ 、 Ｄ ３ ａ 、 Ｄ ３ ｂ 、 Ｄ ４ ａ 、 Ｄ ４ ｂ 、 Ｄ ５ ａ 、 Ｄ ５ ｂ

、 Ｄ ６ ａ 、 Ｄ ６ ｂ ） に 連 結 さ れ て お り 、 こ の よ う な 構 造 が 列 方 向 に 繰 り 返 し 採 用 さ れ る 。
偶 数 番 目 画 素 列 の 画 素 配 置 は 図 ８ Ｃ の よ う に 奇 数 番 目 画 素 列 と そ の 間 の デ ー タ 線 を 中 心 に
鏡 対 称 を な す 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ の よ う に 、 一 対 の デ ー タ 線 （ Ｄ １ ａ 、 Ｄ １ ｂ 、 Ｄ ２ ａ 、 Ｄ ２ ｂ 、 Ｄ ３ ａ 、 Ｄ ３ ｂ 、 Ｄ

４ ａ 、 Ｄ ４ ｂ 、 Ｄ ５ ａ 、 Ｄ ５ ｂ 、 Ｄ ６ ａ 、 Ｄ ６ ｂ ） に 同 じ 大 き さ の 互 い に 異 な る 極 性 の デ
ー タ 電 圧 を 印 加 し 、 列 方 向 の 画 素 の 極 性 が 交 互 に 繰 り 返 し 変 化 す る こ と に よ っ て 、 カ ッ プ
リ ン グ 欠 陥 と 縦 線 状 欠 陥 を 防 止 す る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 以 上 で 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 し ま し た が 、 本 発 明 の 権 利 範 囲 は
こ れ に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 で 定 義 し て い る 本 発 明 の 基 本 概 念 を 利 用 し
た 当 業 者 に よ る 多 様 な 変 形 及 び 改 良 形 態 も 本 発 明 の 権 利 範 囲 に 属 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 一 つ の 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 配 置 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 配 置 の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 し た 画 素 配 置 で カ ッ プ リ ン グ 欠 陥 を 除 去 す る 原 理 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 図 ４ に 示 し た 画 素 配 置 の 変 形 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 図 ４ に 示 し た 画 素 配 置 の 変 形 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 配 置 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ Ａ 】 図 ７ に 示 し た 画 素 配 置 の 変 形 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｂ 】 図 ７ に 示 し た 画 素 配 置 の 変 形 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｃ 】 図 ７ に 示 し た 画 素 配 置 の 変 形 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｄ 】 図 ７ に 示 し た 画 素 配 置 の 変 形 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
３ … 液 晶 層 、
１ ０ ０ … 下 部 表 示 板 、
１ ９ １ … 画 素 電 極 、
２ ０ ０ … 上 部 表 示 板 、
２ ３ ０ … 色 フ ィ ル タ ー 、
２ ７ ０ … 共 通 電 極 、
３ ０ ０ … 液 晶 表 示 板 組 立 体 、
４ ０ ０ … ゲ ー ト 駆 動 部 、
５ ０ ０ … デ ー タ 駆 動 部 、
６ ０ ０ … 信 号 制 御 部 、
８ ０ ０ … 階 調 電 圧 生 成 部 、
Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ … 入 力 映 像 デ ー タ 、
Ｄ Ｅ … デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 、
Ｍ Ｃ Ｌ Ｋ … メ イ ン ク ロ ッ ク 、
Ｈ ｓ ｙ ｎ ｃ … 水 平 同 期 信 号 、
Ｖ ｓ ｙ ｎ ｃ … 垂 直 同 期 信 号 、
Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ １ … ゲ ー ト 制 御 信 号 、
Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ ２ … デ ー タ 制 御 信 号 、
Ｄ Ａ Ｔ … デ ジ タ ル 映 像 信 号 、
Ｃ ｌ ｃ … 液 晶 蓄 電 器 、
Ｃ ｓ ｔ … 維 持 蓄 電 器 、
Ｑ … ス イ ッ チ ン グ 素 子 、
Ｐ Ｘ … 画 素 、
Ｐ Ｘ ａ 、 Ｐ Ｘ ｂ … 副 画 素 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ Ａ 】 【 図 ８ Ｂ 】

【 図 ８ Ｃ 】 【 図 ８ Ｄ 】

(13) JP 2007-156483 A 2007.6.21



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｄ          　　　　　

(74)代理人  100134348
            弁理士　長谷川　俊弘
(72)発明者  白　承　洙
            大韓民国ソウル特別市冠岳区南▲けん▼洞６０２－５５番地３０２号
(72)発明者  金　東　奎
            大韓民国京畿道龍仁市豊徳川２洞　三星５次アパート５２３棟１３０５号
(72)発明者  李　栢　遠
            大韓民国忠清南道天安市佛堂洞　テドンダスップ１１０棟８０２号
Ｆターム(参考) 2H093 NA16  NA31  NC09  NC11  NC34  ND32  NE06 
　　　　 　　  5C006 AC26  AF43  AF71  BB14  BB16  BC12  BC23  FA16  FA22 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB06  DD05  FF11  JJ02  JJ04  JJ06 

(14) JP 2007-156483 A 2007.6.21



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2007156483A 公开(公告)日 2007-06-21

申请号 JP2006327062 申请日 2006-12-04

[标]申请(专利权)人(译) 三星电子株式会社

申请(专利权)人(译) 三星电子株式会社

[标]发明人 白承洙
金東奎
李栢遠

发明人 白 承 洙
金 東 奎
李 栢 遠

IPC分类号 G09G3/36 G02F1/133 G09G3/20

CPC分类号 G09G3/3614 G09G2300/08 G09G2310/0218

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.550 G09G3/20.621.B G09G3/20.623.W G09G3/20.642.A G09G3/20.623.D

F-TERM分类号 2H093/NA16 2H093/NA31 2H093/NC09 2H093/NC11 2H093/NC34 2H093/ND32 2H093/NE06 5C006
/AC26 5C006/AF43 5C006/AF71 5C006/BB14 5C006/BB16 5C006/BC12 5C006/BC23 5C006/FA16 
5C006/FA22 5C080/AA10 5C080/BB06 5C080/DD05 5C080/FF11 5C080/JJ02 5C080/JJ04 5C080
/JJ06 2H193/ZA04 2H193/ZA08 2H193/ZA19 2H193/ZC04 2H193/ZC13

代理人(译) 宇谷 胜幸
藤田 健

优先权 1020050118067 2005-12-06 KR

其他公开文献 JP5025244B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种能够防止耦合缺陷和垂直线缺陷并进行高速驱动
的液晶显示装置。 以矩阵状排列的多个像素PX，连接至像素PX的开关
元件Q，连接至开关元件Q的数据线D1a至D 6b和栅极线以及数据电压。 
产生数据线D 1a至D 6b并将其施加到数据线D 1a至D 6b。 具有相同大小
但极性不同的数据电压被施加到数据线D 1a至D 6b 。 [选择图]图4
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